「ひきざん（２）」　　1年

下関地区

Ⅰ　課題
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Ⅱ　課題について

「算数的な表現力」を育むというテーマを研究するにあたって、まず考えたことは、自分の考えを表現することが得意な子も、苦手な子も、自分の考えを自分なりに表現することができ、友達と一緒に学習を進めると、一人では考えもつかなかったところに到達できる喜びを味わわせたいということである。それには、どんなことを言っても聞いてもらえるという、あたたかい学級風土の確立が不可欠の要素となる。そして算数科を通して身につけた表現力が、すべての学習場面で生きて働く力になることを目指していきたいと考える。
○　授業づくりのポイント３項目と、本単元のかかわりについて
　（１）授業のわかりやすさと子どもの問いを生み出す工夫

　　　　本単元の導入（本時）では、「今までと同じ手順では計算できない」という思いから、「どうすれば計算できるのだろう。」という問いが必然的に生まれ、挿絵や数図ブロックを手がかりにすれば、できるかもしれないと思える適度な負荷を感じる題材といえる。

　（２）算数の知識・技能を活用する場面を生み出す工夫

　　　　既習の１０の補数や数図ブロックを用いて、児童が、自分なりの考えを表現し、それをもとにかかわり合える授業場面を設定する。

　（３）自分の考えを豊かに表現する場面を生み出す工夫

　　　　ワークシートを準備し、思考の過程が残るようにする。それをもとに隣同士や、近くの数人で考えを伝え合い、自分の考えを確かなものにしてから、全体の前で表現することとする。

Ⅲ　指導案

第１学年　算数科学習指導案

下関市立一の宮小学校　田原　洋美

１　単元　　　　第１学年　　ひきざん（２）
２　単元の目標　
１１～１８から１位数をひく、繰り下がりのある場合の計算の仕方を理解し、計算できる。
　　　・　繰り下がりのある計算に興味を持ち、数の構成や、１０の補数などの学習経験を生かして、繰り下がりのある計算を進んでしようとする。　　　　　　　（関心・意欲・態度）

　　　・　減加法の考え方ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な考え方）
　　　・　１１～１８から１位数をひいて繰り下がりのある計算ができる。　　　　（表現･処理）
　　　・　１１～１８から１位数をひいて繰り下がりのある計算の仕方を理解する。（知識･理解）

３　指導計画　（全１１時間）　

　　第１次（４時間）
・　１１～１８から１位数をひく、繰り下がりのあるひき算について、操作活動を中心に、計算の方法を考える。（本時１／４）
　　　・　１１～１８から１位数をひく、繰り下がりのあるひき算について、減加法による計算方法について理解を深める。
　　　・　減数が６以上（９，８，７，６）のひき算の計算ができる。

　　　・　減数が５以下（５，４，３，２，）のひき算の計算ができる。また減々法による計算方法について理解する。

　　第２次（５時間）
　　　・　ひき算のカードを使ったり、「しりとりゲーム」を行ったりして、繰り下がりのあるひき算を練習し、習熟する。
　　第３次（２時間）
　　　・　「たしかめどうじょう」「ステップ」で学習内容の自己評価をし、繰り下がりのあるひき算を使った問題作りをする。
４　単元について
　　本単元は、１学期に学習した、１位数同士（繰り下がりなし）のひき算の計算を受けて、（十何）－（１位数）で繰り下がりのある場合の計算の仕方について指導する内容である。
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繰り下がりのあるひき算の計算の仕方には次の４つが考えられる。　例　１３－９
①　数えひく方法
　　　　　１３を１０と３からできていることを意識せずに、１、２、３、４と逆に９をとっていく。残りは４と答えを出す方法。
　　②　減加法（ひき算→たし算）
　　　　１３を１０と３に分け、１０から９をひいて１、その答えの１に３をたして４と答えを出す方法････（１０－９）＋３
③　減々法（ひき算→ひき算）
　　　　　１３の１位数の３だけをひき、次に９のうちまだひきたりない６を１０からひいて４と答えを出す方法････（１３－３）－６
④　補加法
　　　　　９に何をたしたら１３になるかと考えて、答えを４と出す方法
　
本単元では、それぞれの計算方法のよさを認めた上で、今後の計算の基礎となり、また既習内容の１０の補数を使って計算方法を考えられる減加法による計算は、どの児童も習熟を図りたい。

そのため、導入題では、減加法の考え方が児童の方からより出やすいように意図した数値（１３－９）になっている。また、半具体物から念頭操作に移行した時、減数を固定し、同じ減数のものばかりで計算することで、１０の補数を生かした、減加法のよさを実感させていきたい。
そして減加法を習熟した後、最終的には、数の大きさに従い柔軟に対応できることを目指したい。

本学級の児童（男子１５名、女子１２名）は、小学校生活にも随分慣れ、算数の時間を大切な学習の一つとして自覚し、意欲的に取り組んでいる。

特に操作活動を好み、１学期の（１位数）±（１位数）＝（１０以下の数）の加法・減法の計算において、数図ブロックを操作すれば、合併･増加･求差・求残などのいろいろな問題の答えが出せることを体験している。しかしながら、操作活動を通して自分で考えたことを説明したり発表したりすることは、アンケートによると約３０％の児童が、「きらい」「苦手」と答えた。それは、どうやって自分の考えを話したり、伝えたりすればいいかわからないということの裏返しであると考えられる。
また、４月の入学当初より、普段の学校生活の中で、挨拶や返事の声を大きく出すことや、「声のものさし」を元に、聞き手を意識した声で発表する指導を続けているが、まだ全員が上手にできるわけではない。
いかにして、自分の考えを持ち、それを自分の言葉で話し伝える方法に慣れさせるか、また、算数の言葉、数、式、図、表、などによっても、自分の思いを伝えていくことができる児童を育てるかということが課題である。
　単元全体の指導にあたっては、半具体物である数図ブロックの操作で、減加法による計算の仕方を理解させ、定着を図った後、ゲームなどで楽しみながら、計算の習熟を図っていきたい。
　操作活動は、活動の途中を残しておくことが難しいので、「たしざん」の単元から、児童の考えを補うものとして、ワークシートを用いて自分の考えの道筋を、図や短い言葉でかいて残し、発表するときの一助としている。かいたことは消えないので、何度も自分の考えを振り返ったり、他の児童の考えと比べたりすることで、考えを修正する柔軟性も生まれてくるのではないかと考える。
　
　本時の指導にあたっては、繰り下がりの計算の仕方について、既習の知識･技能を使って、何とか一人ひとりに自分の考えを持たせたい。さらに、十分に操作活動を行い、ワークシートに自分の考えをかく時間を確保することで、自信を持って自分の考えを他者に伝えられるようにさせたい。はじめは、ひとりで練習し、それを隣同士や席の近い者同士で伝え合い、お互いの考えを比べる場を設け、それを全体の前で発表し、友達の多様な考え方に触れさせたい。
　そして、終末では、互いの考えのよさを参考にしたり、友達の考えをもとに自分の考えを修正したり、より有用性の高い考え（ここでは減加法）へと集約したい。
　　　　

５　本時案

（１）日　時　　平成２１年１１月６日（金）

（２）場　所　　下関市立一の宮小学校　１年２組教室

（３）ねらい　　　１１～１８から１位数をひく、繰り下がりのある減法の計算の仕方を、数図ブロックを操作して考えることができる。
（４）準備物　　教科書と同じ挿絵　数図ブロック（児童用・教師用）　ワークシート　おけいこ盤
（５）学習の展開　
	学　習　活　動
	教師の支援･留意点

	１　問題を把握する。
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２　立式して、ワークシートにかく。
[image: image5.jpg]|15 > 7St i

¢ (2180 &

WA AT TG,

L9 3001 )M U DPRD7 25,1

By B 40 0200 RPFL

=





３　数図ブロックを使って、計算の仕方を考え、自分の考えをワークシートにかく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（評価①　関・意・態）
４　自分の考えを発表し合う。

（評価②　表現・処理）
　・二人で

　・近くで

　・全体の前で

５　友達の考えを聞いて、同じようにブロックを操作し、気づいたことを発表する。

　・減加法の良さに気づく。
６　練習問題をする。
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　教科書Ｐ７８　
　・１１－８

・１５－９
　
７　学習のまとめをする。
	〇　情景図をみて、お話を作ったり、気づいたことを言わせたりして、題意をつかませる。

○　問題文をワークシートにかかせ、ひき算の手がかりになる言葉に着目させる。
〇　減数（９）をどのように操作するのか見通しをもたせる。　　　　
○　早くできた児童は、自分のやり方を友達に伝えられるように、一人で声に出して操作の仕方を練習させる。
〇　それぞれの操作方法に名前をつけ、説明図を用いて分類し、振り返る時の手がかりとする。
〇　減数のとり方に着目して分類する。
　・減加法・減々法・数え引き・補加法

　
〇　それぞれの考えを、全員でできるだけ共有させる。

〇　どの方法も認め、正しく計算できることを押さえた上で、速く・簡単にできるという観点から、減加法の良さに気づかせる。
〇　減加法を用いて、他の数でも計算できるか練習する。

〇　理解が不十分な児童は、１０から引く操作を教師と一緒に行う。

○　被減数を１０といくつに分けてから、１０からひくことを確認する。


６　評　価　　
　①　数図ブロックをすすんで操作しているか。（操作）

　②　繰り下がりのある減法の計算の仕方を理解できたか。（発言・ワークシート）

Ⅳ　授業の実際と考察
	１　問題を把握し、立式する場面
　　教師の働きかけ
	児童の反応・活動

	・(絵を少し隠してみせて)お話作れますか？

・この絵は続きがあります。（絵をぜんぶみせる。）

・オレンジの柿、数えてもらおうかな。

・サルはほんとにばいばいしよるんかな？

・どんな問題ができそうかな？

・先生から聞くよ。柿は全部で何個ありますか？

・数えてみましょう。
	・柿があります。

・さるがばいばいしよる。

・とりよる

・青い柿があります。

・オレンジの柿が9個あります。

・（みんなで数える）9個！

・ちがう。とりよる！
・９＋４

・ひく。９ひくやん

・９－４＝５

・ウサギと犬がいます

・９こ

・１３こ

・（数える）１、２、３、４、・・・１３！


　ここまで、絵を提示してから７分を超えた。本時はひき算（２）の導入題ということもあり、前時までのたし算の考え方から離れられず、少し混乱している児童が多いと感じた。また、オレンジと青の柿の色や数の違いには気づいたが、全部で何個という見方をしている子の発言がなかったので、全部の数は、教師から尋ねた。ひき算の手がかりになる「とると」という言葉には、早くから着目できていたが、全体からいくつかをとるという問題までは、発展しなかった。このあと、ワークシートの問題文を完成させると、１３－９のひき算になり、さらに今までの計算の仕方ではできないということも理解できた。
　１年生が、問題を作るところまでできるかと問われれば、発達段階を考えるとそれはまだ難しいことかもしれない。しかし、すぐに教師から問題を与えるのではなく、たとえ途中まででも「どんな問題になるのだろうか」とみんなで一緒に考えていくことで、学習を進めていく意欲も持続するのではないかと考えている。１枚の絵から、問題を考えて、言葉で表現していくことも大切な算数的表現力の一つになるのではないだろうか。
２　自分の考えを発表しあう場面
	　　教師の働きかけ
	児童の反応・活動

	・はい、じゃあ自分の考えがかけたね。みんなの前で言ってもらう前に、お隣同士で、どんな風に考えたよと教えあいこしてください。
・考えが一緒かな？違うかな？かいたところまでいいよ。

・（机間指導しながら）よくかいとるねーすごいやん。

・今度は近くのお友達に聞いてもらって。
	・二人で言い合う。（あまり活発ではない）
・（時間が足りず）まだかいてるから邪魔しないで。

・（二人で話し合ってはいるが、
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とても声が小さい）　　　　
・（子ども達あまり動かないのですぐ止めた）


　授業後の協議会で、この場面の子ども達の活動が、なぜ活発でなかったかということについてご意見をいただいた。やはり１枚のワークシートに時間の経過があるもの（次々動くもの）をかくという作業の難しさである。ブロックを動かして、わかったと思っても、それをいざ紙の上で再現してみようとするとこれがなかなか難しい。さらにうまくかけなかったものを元に、友達に話してということになり、戸惑いが多くの児童にみられた。ここは、ブロックを使って隣の友達に話していいということにすれば、もう少し活動が活発になったと思われる。
　また、ワークシートを用いるなら、動かしたブロック（柿）を入れるかごのようなものを紙面の中にかき加えておき、動かしたものはその中に入れることを約束しておけば、どれが残りのブロックかがはっきりわかり、混乱を避けられるのではないかというご指摘もいただいた。
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　〔動かしたブロックが、追加されてかかれ　　　　〔１０からではなく１３から９をひく

ている〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とかいている〕
３　全体の前で自分の考えを発表する場面
	　　教師の働きかけ
	児童の反応・活動

	・みんなの前で自分がどう考えたか言ってもらいましょう。
・同じ人？

・どこで、４個？

・違う考えがあるよという人？

・ちょっと違う？言ってみて。

・どうして？C４君はこの続きなんて言いたいか考えてあげようや。助けてあげられる人？

・９をひかんといけんのやけど、これやったら１個しかひけんよね。誰かいい考えない？

・じゃあ左の９をのけるって考えたの？
・そしたらC1君がやった９をとるのと同じやね。

・みんながやってくれたのを一緒にやってみようか？ブロックを１３個出してください。

（板書しながら説明　減加法→減々法）

・両方のやり方で、やってみて、いいところは？

・いっぺんにとった？
・どっちも答えは？
・正しく出るね（１３－９＝４と板書）
・どっちのやり方でも出るね。どっちともいいかな。

・算数でいい考えっていうのは、どういうのかな？
・「正しい」答えが出たからどちらとも正しいね。
・はやいのはどっちやろうかね。

・簡単なのは？
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C1：１０のかたまりから９ことる。（まとめてのけようとするが、動かせず一つずつ動かす）
　それで４個
（数人）ぐちゃぐちゃで意味がわからん

C2：１０のかたまりから９をひきました。４個余ります
C2：１個と３個で

C3：はじめに３個とって、６個とりました


C4：ちょっと違う

C4：まず、１個を３個の方へ動かして、右を４にしました。


・意味がわからん

C2：ここに９がくるからです。（左側に９があると指差す）

C5：C4さんはたぶん、これを反対にしたんと思う。右が答えになってる。
C4：うん
（ブロックを出して一緒に動かしてみるが、どうやっていいわからない子多数。）
（板書をみながらやってみる）
・９個とったけー
・うん
・正しい
・どっちともいい

・「はやい」「かんたん」「ただしい」

（挙手は半々）

（減々法のほうに多く挙手）


　
C1の児童が、９個を一度に動かさなかったことで、わかりにくくなった時、C2が、すぐ自分と同じだからこうだと続けて説明をすると、児童は理解できた。教師が説明を引き取らなくても、子ども達自身に説明をさせた方がわかりやすくなることがある。
　C3の児童が、減々法で説明しかけたのに、「ちょっと違う」という言葉につられ、教師が確認せず、ついC4に指名をすると、話の軌道がそれてしまうことになってしまった。３をひいた後６をひいたその「６」はどうやって出てきたかを問わなかったので、この後の活動では、減々法のやり方が理解できていない子は、減加法と減々法の両方を比べることができなかったという失敗につながってしまった。
　C4の児童が「１をひくとその１と３でこたえは４」といったとき意味がわからないといった声が出た。それに対してＣ5の児童が、「それはたぶん～だと思うよ。」と自分の考えをつないで言った。友達の言いたいことは何だろうと、一生懸命に考えていた。Ｃ４のように、自分一人では解が求められなかったものが、友達と一緒に考えたらわかったという喜びを少しでも多くの子ども達に感じとらせたい。

　この後、練習問題を解きながら、「はやくて、簡単なのは、どっちのやり方か見つける」という活動を展開したが、一部の児童しか理解できなかったように思う。「はやくてかんたん」という考え方は、今回のように具体物を使っている段階では、どちらのやり方でもほとんど差はない。念頭操作に移ってはじめて「はやくてかんたん」なやり方を実感するものであり、「はやくてかんたん」なやり方の必要感も生まれてくるということがよくわかった。具体物を使っている本時では、導入の時間ということを考慮して、もう少し丁寧に子ども達のいろいろなやり方を紹介して、減加法と減々法のどちらでもできるというくらいで集約すればよかったと思った。
　また、子ども達の「かく時間」を取りすぎたため、「練りあいの時間」がその分少なくなってしまった。しかしそれは、初めて出会う繰り下がりのあるひきざんの１時間目（導入）であるからこそ、一人ひとりに何とか自分の考えを持たせてから、話し合いの時間へ入りたかったという思いもあった。協議会では、途中でもいいから子どものかいたものを出して、その続きをもとに話し合いを進めるということも考えられるというご意見をいただいた。
今回の研究授業では、子ども達から出てきたさまざまな考えを把握し、集約し、それを練り合いながら、一般化することの難しさを改めて感じた。子ども達の「算数的な表現力」を育むためには、練り合いの時間の充実が、私の今後の課題である。

　　　　　　　　　　　「算数的な表現力」を育む


～子どもが、算数の知識・技能を活用し、豊かに表現する授業の工夫～





　かきが１３こなっています。


９ことると、なんこのこりますか。





１３－９の計算の仕方を考えましょう。





２





内容A　数と計算（２）加法,減法


　（２）加法及び減法の意味について理解し、それらを用いることができるようにする。　


　　　イ　１位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え、それらの計算が確実にできること。
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